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語毒 線

以上の惑から，電子畿の方向は沃イとカドミウム結晶の t るζ とを知る鷺子繰の物

紫への透過能は臨め℃小さい故，此合沃佑カドミウム結晶比。軸rc.闘しては非常に競いもので

あらう c軸方向へは唯二枚の摺.1f揺が夜ると れる.然し，誌の援な薄膜tr.::， 参事室

のあるダ守メンジョンで作る事は困難であるからー恐伝くね:結晶なも少しは厚いであらか J

詔和二十…年十一月十九日 於北大韓感部 N31n議

議ー郎 : 品ツケノL綴媒に於げるや経水素夜ヲ去の役約に主主て

成 人 : 絞綬アノL ミニウム…銭安の表面構造に主主て

昭和二十一年四月十五日 於

一: ゲンと伶Y汚物資
i夜和二十…年五月三十日 於北大議嬢都合議室

警警 : 動物事援総の透過倣
秋 八 :‘ぷツケノレ撃結晶の綴様作沼
人 : 滋子滋折に依るよモッケノし室算案者占言及び粉オミ救護員立主主交Ji1jOIiFf俊
男 o叩:Beeck茶室主務i際粂遅筆記〉接鱗作用に絞て〈終介〉

第十四岡 昭和二十一年六月二=1-七B 於
主災 後一

竹内議三塁日 : 怒霊堂氏g援の際交

昭和コ十一年九月二十一日 於

竹郎‘語文民
出じI 成人:
苦窓際滋務
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されたユッケノレ之えてF銭の電子11'l!析に絞る著書i郊
の推定と鱗主襲撃奪伶の設現

於
災炎 a. !!及i次務次び抽出塔の物滋{f::怒約解究
成 人 : 約 lOOO:'Ct之於ける酸化物t立総ナる

昭和二十一年十二月三十一日 於繍旅雑誌;室
ッケノι偶然に憾でFるお重量含

ッケノι総支患の浴後黙に就て
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日 於欝媒雑誌室

まさ告fEモfJi1j]jえて戸電線j子磁の給予波書予告さ務ヲ主
統計分析に就て
7，/(の緩和特i滋に事堂て
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